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 　巻頭言　 

お仕事ですけど 井手　　睦  103（ 2）
研究倫理について 安倍　基幸  197（ 3）
日常診療雑感 小野木啓子  293（ 4）
教養としてのリハビリテーション
　心理学 江端　広樹  387（ 5）
世間から学ぶ，患者サポートの心得
　　 畠中めぐみ  489（ 6）
リハ医の恐ろしい疑問 半澤　直美  607（ 7）
私の臨床研究遍歴 百崎　　良  713（ 8）
説明に追われる日々 米田千賀子  811（ 9）
地域医療の現場から 幸田　　剣  921（10）
進行がんとリハビリテーション
　　 田沼　　明  1031（11）
科学的でない話 菅野　徹夫  1123（12）

 　特　集　 

●　脳科学の進歩―最近のトピックス
認知的運動制御システム
　　 虫明　　元・岩田　潤一  7（ 1）
小脳による運動学習制御機構
　　 永雄　総一・本多　武尊  13（ 1）
神経機能回復の基礎過程としての
　シナプス可塑性 幸田　和久 ・
 柚﨑　通介  19（ 1）
言語のモジュール仮説
　　 金野　竜太・酒井　邦嘉  27（ 1）
社会脳 生方　志浦・村井　俊哉  35（ 1）
●　障害認定の課題と展望
歴史的経緯と現状の課題 伊藤　利之  105（ 2）
障害者福祉における障害認定制度の
　位置づけと検討課題 岩谷　　力 ・
 伊藤　利之・寺島　　彰  109（ 2）
肢体系障害における認定基準の課題
　と展望―人工関節をめぐる課題を
　中心に 吉永　勝訓  115（ 2）
内部障害における認定基準の課題と

　展望―心臓機能障害ペースメーカ
　植込み者の障害認定見直しについ
　て 和泉　　徹  121（ 2）
障害認定に関わる国際的動向 寺島　　彰  127（ 2）
●　脳卒中病棟と回復期リハビリテーション病棟
Stroke unitを巡るエビデンス
　　 永谷　元基・近藤　克則  199（ 3）
わが国における stroke unitの有効性
　　 上原　敏志・峰松　一夫  205（ 3）
大学病院における取り組み―病棟ユ
　ニット制，365日リハビリテーション
　　 影近　謙治  211（ 3）
急性期病棟における取り組み―脳神
　経外科・脳卒中科病棟内にリハビ
　リテーション室を設置した経験よ
　り 浅田　由貴・伊勢　眞樹 ・
 公文　範行・白方　　淳  219（ 3）
回復期リハビリテーション病棟にお
　ける取り組み―脳卒中を中心に
　　 宮井　一郎  227（ 3）
●　重症下肢虚血肢とリハビリテーション
現況と課題 石井　雅之  295（ 4）
下肢末梢動脈疾患の早期診断と重症
　化予防の重要性 大竹　剛靖 ・
 小林　修三  299（ 4）
足潰瘍，壊疽の局所療法 木村　勇亮 ・
 大浦　紀彦・梶谷　彩奈・多田　朋子 ・
 菅　　浩隆・多久嶋亮彦・波利井清紀  305（ 4）
切断前後のリハビリテーション―特
　に慢性腎疾患等の合併症を中心に
　　 花岡　英二  313（ 4）
重症下肢虚血治療における地域連携
　　 脇田　　昇  321（ 4）
●　リハビリテーションに直結する先進医学
現状と課題 角田　　亘・安保　雅博  389（ 5）
脳内モノアミントランスポーターと
　　薬物療法 伊藤　英明・豊平由美子 ・
 佐伯　　覚・柳原　延章・蜂須賀研二  395（ 5）
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膝軟骨の再生医療 木村　浩彰 ・
 永冨　彰仁・三上　幸夫 ・
 牛尾　　会・平田　和彦  401（ 5）
脳梗塞の再生医療 佐々木雄一 ・
 佐々木祐典・中崎　公仁 ・
 岡　　真一・本望　　修  409（ 5）
デュシェンヌ型筋ジストロフィーの
　新規治療 李　　知子・松尾　雅文  415（ 5）
●　神経難病とリハビリテーション
神経難病の病態解明へのアプローチ
　―最近の話題 石黒　太郎・水澤　英洋  491（ 6）
神経難病に対する診断，治療，および
　在宅療養支援 中村　昭則 ・
 吉田　邦広  497（ 6）
運動ニューロン病 荻野美恵子 ・
 中西　浩司・鈴木　良和 ・
 福島　由美・福田　倫也  507（ 6）
脊髄小脳変性症 尾花　正義  515（ 6）
多発性硬化症 松尾雄一郎・生駒　一憲  525（ 6）
●　地域社会におけるリハビリテーション
地域包括ケアシステムにおけるリハ
　ビリテーション 川越　雅弘  609（ 7）
介護予防モデル事業におけるリハビ
　リテーション職の役割 田中　明美  615（ 7）
地域介入による介護予防効果検証
　―武豊プロジェクト 竹田　徳則  623（ 7）
地域社会における回復期リハビリ
　テーション病棟の役割 河崎　寛孝  631（ 7）
老人保健施設における在宅生活支援
　　 東　憲太郎  637（ 7）
●　医療福祉ロボット―実用化に向けて
介護ロボット実用化の現状と課題
　　 山内　　繁  715（ 8）
開発現場からみた課題と解決への鍵
　　 中西　貴江  721（ 8）
臨床現場から 蜂須賀研二  727（ 8）
実用化に向けた支援体制 山田　陽滋  733（ 8）
●　障害児の成長・加齢に伴う問題点
重症心身障害児者 井手　秀平  813（ 9）
発達障害児者 橋本　大彦  821（ 9）
視覚の発達と障害 川端　秀仁  827（ 9）
難聴児の成長・加齢に伴う問題点
　　 守本　倫子  837（ 9）
発達障害児者の就労支援 梅永　雄二  843（ 9）

●　総合病院におけるリハビリテーション―急性期を
中心に

急性期リハビリテーションの重要性
　　 藤谷　順子  923（10）
急性期重症患者に対するリハビリ
　テーションと連携 佐々木信幸  929（10）
ストロークケアユニット 山田　　深  937（10）
大きく変化する医療環境に適合した
　人材育成 半田　一登  943（10）
院内システムの構築 黒木　洋美  949（10）
診療報酬改定にみる今後のリハビリ
　テーション 秋月　玲子  959（10）
●　高齢化とリハビリテーション
高齢者の特徴 秋下　雅弘  1033（11）
筋力低下 池添　冬芽  1039（11）
内部障害 作山　晃裕・伊藤　　修  1047（11）
嚥下障害 海老原　覚 ・
 飯塚よう子・関谷　秀樹  1053（11）
精神の障害 石川　博康・田中　尚文  1059（11）
●　がんのリハビリテーション
現状と課題 大森まいこ（松本真以子）  1125（12）
看護師の役割 鈴木　牧子  1133（12）
リハビリテーションの実際―全人的
　アプローチの視点を重視して
　　  田尻　寿子  1139（12）
就労支援 立石清一郎 ・
 高橋　　都・森　　昇爾  1147（12）
小児がんへの取り組み  上出　杏里  1153（12）

 　入門講座　 

●　アジアのリハビリテーション事情
タイにおけるリハビリテーション医
　学の現状 Srinual Chavasiri  47（ 1）
●　脳卒中の予後予測
急性期における機能回復の予後予測
　　 小山　哲男  423（ 5）
回復期リハビリテーション病棟にお
　ける自立度予測 鄭　　丞媛 ・
 近藤　克則  533（ 6）
回復期リハビリテーション病棟から
　の退院先予測 前島伸一郎 ・
 岡本さやか・園田　　茂  647（ 7）
脳卒中患者の就労予測 濵田　　学 ・
 白山　義洋・伊東　育未 ・
 佐伯　　覚・蜂須賀研二  741（ 8）
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●　脳性麻痺に対する手術療法
脳性麻痺の手術療法の適応とタイ
　ミング 田中　弘志  849（ 9）
脳性麻痺の股関節手術 田中　弘志  965（10）
脳性麻痺の膝・足部手術 田中　弘志  1065（11）
脳性麻痺の脊柱変形に対する手術
　療法 光岡　清香・宇野　耕吉  1161（12）

 　実践講座　 

●　小児発達検査
1．小児発達検査で何を見るか
　　 橋本　圭司  51（ 1）
2．新生児期の発達 川島　　瞳  143（ 2）
3．全般的発達 竹厚　　誠  239（ 3）
4．言語発達 佐藤　裕子  335（ 4）
5．感覚発達 深澤　聡子 ・
 河本　嶺希・上原　和美  433（ 5）
●　排泄障害
1．排泄障害の有病率と医療経済学
 前田耕太郎・花井　恒一・佐藤　美信 ・
 升森　宏次・小出　欣和・松岡　　宏 ・
 勝野　秀稔・塩田　規帆  439（ 5）
2．排尿障害の評価 野尻　佳克  539（ 6）
3．排尿障害への対応 西村かおる  653（ 7）
4．排便障害の評価と対応 乃美　昌司 ・
 仙石　　淳  747（ 8）
●　福祉用具の選定と適合
1．現状と課題 宮永　敬市  661（ 7）
2．電動介護用ベッドとリフト
　　 山﨑　哲司・鈴木　基恵  755（ 8）
3．車椅子 太田　智之・宮本　　晃  855（ 9）
4．杖と歩行器 吉良　健司  969（10）
●　認知行動療法
1．認知行動療法入門 大野　　裕  863（ 9）
2．不安症（パニック症） 関　　陽一 ・
 清水　栄司  975（10）
3．うつ病 佐藤　　寛  1071（11）
4．統合失調症  菊池安希子  1167（12）

 　集中講座　 

●　臨床研究倫理ことはじめ
1．実地臨床と臨床研究の関わり
　　 神山　圭介  73（ 1）
2．倫理指針と臨床研究に関わる者
　の責務 神山　圭介  167（ 2）
3．インフォームド・コンセント

　　 神山　圭介  267（ 3）
4．観察研究 神山　圭介  363（ 4）
5．介入研究（1） 神山　圭介  467（ 5）
6．介入研究（2）：被験者数の設定
　と臨床試験登録 神山　圭介  567（ 6）
7．介入研究（3）：安全性情報の取
　り扱い 神山　圭介  685（ 7）
8．健康被害とその補償 神山　圭介  783（ 8）
9．個人情報の保護 神山　圭介  891（ 9）

10．倫理審査委員会 神山　圭介  1001（10）
11．臨床研究と利益相反管理 神山　圭介  1095（11）
12．特別編・倫理指針の改訂について
　　  神山　圭介  1195（12）

 　特別講座　 

●　わが国のリハビリテーションの歴史
医学的リハビリテーション 江藤　文夫  41（ 1）
教育リハビリテーション 君塚　　葵  135（ 2）
職業リハビリテーション 松井　亮輔  233（ 3）
社会リハビリテーション 奥野　英子  327（ 4）

 　連　載　 

●　印象に残ったリハビリテーション事例
私は歩けるようになりたい―私は揉
　んでもらいたいのではない‼
　　 明日　　徹  79（ 1）
冬が来るまでに 稲川　利光  175（ 2）
めぐちゃん 13年間のキ・セ・キ
　―お父さんのリハビリテーション
　奮闘記 堺　　真理  583（ 6）
お裾分け 稲川　利光  693（ 7）
●　家屋改造の実際
高齢者 橋本　美芽  76（ 1）
脳卒中片麻痺者―歩行可能な場合
　　 橋本　美芽  171（ 2）
脳卒中片麻痺者―車椅子生活の場合
　　 橋本　美芽  271（ 3）
頸髄損傷 西村　　顕・清水　美紀  366（ 4）
脊髄小脳変性症（SCD） 西村　　顕 ・
 田中　好実  470（ 5）
筋萎縮性側索硬化症（ALS） 西村　　顕 ・
 山崎　哲司  570（ 6）
●　スプリント治療のテクニック
関節リウマチにおけるスプリント療法
　　 林　　正春  573（ 6）
脳卒中片麻痺におけるスプリント療法
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　　 阿部　　薫  689（ 7）
手指外傷術後 西村　誠次・生田　宗博  786（ 8）
橈骨遠位端骨折後のスプリント治療
　　 原田　康江  895（ 9）
●　筋・骨格系の痛みへの対応
頸部痛 大橋　洋輝  789（ 8）
肩関節の痛み―肩関節インピンジ
　メント症候群への対応― 高橋　　誠 ・
 佐伯　　覚  899（ 9）
腰　痛 水野　勝広  1005（10）
膝関節痛 根本　明宜  1099（11）

 　研究と報告　 

片側性変形性股関節症患者における
　快適歩行速度に関連する因子の検
　討―腰椎前彎角度，腰仙角，脚長
　差を含めた多変量解析 田中　繁治 ・
 玉利光太郎・元田　弘敏・三谷　　茂 ・
 椿原　彰夫・川上　照彦  55（ 1）
脳卒中回復期における訓練時間と
　FIM利得との関係―日本リハビ
　リテーション・データベースの
　分析 徳永　　誠・近藤　克則  245（ 3）
高齢者の脊柱伸展可動域と後方ス
　テップ着地時の身体動揺特性と
　の関係 竹内　弥彦・川上　貴弘 ・
 大谷　拓哉・三和　真人 ・
 雄賀多　聡  253（ 3）
2型糖尿病患者の感情負担と療養行
　動との関連 大武　　聖・中村　好男  341（ 4）
回復期脳卒中患者における下肢静脈
　血栓スクリーニング 小山　秀樹 ・
 池田　順子・難波　孝礼・早田　美和 ・
 越智　光宏・平本　恵子・杉原　勝宣 ・
 加世田ゆみ子・村上　恒二  349（ 4）
施設版 FIM（Geriatric Health Services 
　Facility version Functional Independence 
　Measure；G‒FIM）の信頼性・妥当性
　の検討 坪井　章雄・林　　隆司 ・
 新井　光男・白谷　智子・長島　　緑 ・
 目黒　　篤  445（ 5）
高次脳機能障害者の自動車運転にお
　ける行動特徴と機能特性 田中　　創 ・
 伊藤　恵美・佐藤千賀子 ・
 落合　祐貴・福井めぐみ  455（ 5）
片麻痺患者の座位特性と ADL能力

　―麻痺側による違い 岡安　　健 ・
 三谷　祥子・小川　英臣・森田　定雄 ・
 加藤　宗規・網本　　和  547（ 6）
膝前十字靱帯再建術後 1年時の脛骨
　前方移動量と術後 6か月時因子の
　関連について 池野祐太郎 ・
 福田　　航・濱野　由夏・片岡　悠介 ・
 竹内　謙太・川上　翔平・田中　　聡 ・
 二宮　太志・五味　徳之  555（ 6）
リハビリテーション領域における達
　成動機尺度の開発 佐野　伸之 ・
 京極　　真・籔脇　健司  667（ 7）
脳卒中片麻痺患者の車椅子移乗に関
　連する動作の難易度 坂田　祥子 ・
 大高　洋平・佐藤　雅哉・坂上　幸子 ・
 近藤　国嗣  763（ 8）
リハビリテーション科専門医による
　入院前説明が回復期リハビリテー
　ション退院時転帰に与える効果に
　ついて 曽川裕一郎・菅野まり子  771（ 8）
三次元磁気式位置計測システムを用
　いた簡易歩行分析法の開発のため
　の基礎的検討 石尾　晶代 ・
 村岡　慶裕・大見　香織  775（ 8）
高次脳機能障害者に対する自己意識
　への介入を目指した「模擬会議プ
　ログラム」の試み 山口加代子 ・
 小林　宏高・緑川　　晶  869（ 9）
認知機能を行動から評価するための
　「認知関連行動アセスメント」の
　開発 森田　秋子・石川　　誠 ・
 金井　　香・牧迫飛雄馬  877（ 9）
地域在住高齢者の転倒リスク評価に
　おけるMini‒Balance Evaluation 
　Systems Test（Mini‒BESTest）の
　有用性 村山　俊樹・大高　洋平 ・
 森田　光生・加藤　啓祐 ・
 倉上　光市・三村　聡男  1077（11）
脳卒中片麻痺者の体幹機能が下衣操
　作に与える影響  小池　祐士 ・
 澄川　幸志・小枝　周平・東　　弘幸 ・
 福士　春香・辻　　孝弘・原　　長也 ・
 對馬　　均  1177（12）
入院中の筋ジストロフィー患者の
　QOLと関連要因の検討  上田幸彦 ・
 平山　篤史・福原　杉子・赤嶺遼太郎 ・
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 宮城千賀子・仲宗根　恵・照屋　葉月 ・
 前田　　愛・新井　理美・國仲真理子 ・
 山入端津由・奥間めぐみ・眞喜屋実祐 ・
 山田　桃子・諏訪園秀吾・石川　清司  1185（12）

 　短　報　 

腹部大動脈瘤開腹術後の 6分間歩行
　距離回復推移 島添　裕史 ・
 山内　康太・小柳　靖裕・石村　博史 ・
 藤島慎一郎・三井　信介  151（ 2）
脳卒中患者に対する経頭蓋直流電気
　刺激の安全性について 佐伯　　覚 ・
 白石純一郎・岩永　　勝・越智　光宏 ・
 松嶋　康之・蜂須賀研二  463（ 5）
地域在住中高年者のバランス機能の
　加齢変化と易転倒性―Balance 
　Evaluation Systems Test（BESTest）
　による検討 加藤　啓祐・大高　洋平 ・
 森田　光生・村山　俊樹・倉上　光市 ・
 三村　聡男  675（ 7）
Mini‒Mental State Examination所要時
　間のカットオフポイント 岩瀬　弘明 ・
 村田　　伸・日沖　義治・北尾沙友里 ・
 重田　裕子・中井　良哉・村上　貴士 ・
 窓場　勝之  1083（11）

 　症例報告　 

槌趾・足関節内反に対し，ボツリヌ
　ス療法が効を奏した 1例 團　　志朗 ・
 都丸　哲也・五十嵐有紀子 ・
 石濱　裕規・金森　　宏・門馬　　博 ・
 千野　直一・高橋　秀寿・岡島　康友  261（ 3）
不全頸髄損傷患者に対する体重免荷
　トレッドミル歩行トレーニングの
　長期自宅訓練効果 三宅　伸一 ・
 町田　幸繁・古味　和也・鍬田　幸輔  561（ 6）
A型ボツリヌス毒素製剤投与後に CI
　療法を施行し，1年間の経過観察
　を実施した 1症例 天野　　暁 ・
 竹林　　崇・花田　恵介・梅地　篤史 ・
 丸本　浩平・道免　和久  679（ 7）
急性有機リン中毒患者に対するリハ
　ビリテーション経験 山崎　　允 ・
 藤原　　大・眞渕　　敏・道免　和久  983（10）

 　調　査　 

熱中症による脳障害を来した患者の
　背景と転帰―ソーシャルワーカー
　の視点から 寺田　祥子・藤谷　順子 ・
 早乙女郁子・木村　昭夫・萩原　章嘉 ・
 伊中　愛貴  63（ 1）
全国回復期リハビリテーション病棟
　におけるメーカー別電子カルテ機
　能の実態調査 菅原　英和 ・
 八幡徹太郎・岡崎　英人・越智　光宏 ・
 原田　雄大・嘉村　雄飛  155（ 2）

 　論　説　 

脳卒中地域連携パスにおける日常生
　活機能評価表の課題 徳永　　誠 ・
 上田　純子・原田　昌子・三宮　克彦 ・
 桂　　賢一・渡邊　　進・橋本洋一郎  355（ 4）
脳卒中地域連携パスの調査報告に関
　する提言 徳永　　誠・時里　　香 ・
 桂　　賢一・渡邊　　進・三宮　克彦 ・
 黒土　達也・川野　眞一・箕田　修治 ・
 橋本洋一郎  1087（11）

 　紹　介　 

歩行解析のための新しい足底接地セ
　ンサ（STANS）の開発 鎌田　浩志 ・
 武田湖太郎・橋爪　善光・倉山　太一 ・
 末長　宏康・近藤　国嗣・西井　　淳 ・
 大須理英子・大高　洋平  67（ 1）
スマートフォンを用いた低コスト筋
　電図バイオフィードバック装置の
　開発 村岡　慶裕  161（ 2）
当センターにおける小児がんに対す
　る作業療法の取り組み 上原　和美 ・
 松井　直子・河本　嶺希・深澤　聡子 ・
 上出　杏里・橋本　圭司  885（ 9）
脳卒中後の異なった足趾の屈曲変化
　に対するボツリヌス毒素治療の経
　験 石川　王泰・山下　史朗 ・
 藤澤　睦夫・片木　良典  989（10）
ボトックス®クリニカルパスと入院
　リハビリテーションを併用した当
　院での試み 原田　貴子 ・
 尾花　正義・鶴貝紗矢子  993（10）
電極針と電気刺激装置の開発  千野　直一 ・
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 都丸　哲也・鬼塚　俊朗・野本　達哉 ・
 大高　恵莉・五十嵐有紀子・石濱　裕規  1191（12）

 　ひ　と　 

第 51回日本リハビリテーション医学
　会学術集会会長になられた藤田保
　健衛生大学医学部リハビリテーショ
　ン医学Ⅰ講座教授　才藤栄一　氏
　　 伊勢　眞樹  5（ 1）

 　Sweet Spot　 

●　文学に見るリハビリテーション
スタインベックの『エデンの東』
　―第一次世界大戦中の脳出血患者
　　 高橋　正雄  82（ 1）
芥川龍之介の『沼地』―狂気の画家
　が残した傑作 高橋　正雄  180（ 2）
三島由紀夫の『近代能楽集』
　―『弱法師』と PTSD 高橋　正雄  274（ 3）
倉田百三の『俊寛』―運命の受容を
　拒否する人間 高橋　正雄  368（ 4）
ヴェルハーレンの『天才について』
　―病跡学と進化論 高橋　正雄  472（ 5）
病跡学者としてのウィリアム・ジェ
　イムズ―『宗教的経験の諸相』
　第 1講より 高橋　正雄  586（ 6）
藤沢周平の『半生の記』―病いが生
　み出した創作活動 高橋　正雄  698（ 7）
上林暁の『同病相憐』―脳卒中患者
　の慰め 高橋　正雄  794（ 8）
ヴァージニア・ウルフの『過去のス
　ケッチ』―創作による解放 高橋　正雄  904（ 9）
上林暁の『この世の見直し』―脳卒
　中患者の外出恐怖 高橋　正雄  1010（10）
北杜夫の『夜と霧の隅で』―脳卒中
　の医師と精神障害の患者 高橋　正雄  1104（11）
クライストの手紙―18世紀末ドイツ
　の精神科病院  高橋　正雄  1198（12）
●　映画に見るリハビリテーション
「凶悪」―生活困窮に寄生する犯罪者
　グループを活写する 二通　　諭  83（ 1）
「星の国から孫ふたり～自閉症児の
　贈り物～」―自閉症の兄妹を育て
　る営みと家庭・学校・地域の課題
　　 二通　　諭  181（ 2）
「言葉のきずな」―失語症者の主体形

　成における演劇活動の役割 二通　　諭  275（ 3）
「キャリー」―特別な支援を要する女
　子高生の悲痛な叫び 二通　　諭  369（ 4）
「抱きしめたい―真実の物語―」
　―記憶や肢体に障害を負っても心
　は折れない 二通　　諭  473（ 5）
「愛の渦」―コミュニケーションに
　困難を抱える若者たちの性へのア
　クセスを描く 二通　　諭  587（ 6）
「鈴木先生」―ひきこもり青年の暴発
　から学校と社会のあり方を考える
　　 二通　　諭  699（ 7）
「チョコレートドーナツ」―勝つまで
　は負けつづける性的少数者の闘い
　　 二通　　諭  795（ 8）
「微笑大使」―「笑い」の本質を掴み
　取りながら台湾の特別支援教育の
　到達を示す 二通　　諭  905（ 9）
「アナと雪の女王」―障害者性と女性
　解放思想のメタファーとして読み
　解く 二通　　諭  1011（10）
「思い出のマーニー」「ホットロード」
　―心の居場所を求めて彷徨う子供
　たち 二通　　諭  1105（11）
「シンプル・シモン」―アスペルガー
　症候群の実相と可能性をラブコメ
　ディとして紡ぎだす 二通　　論  1199（12）

 　学会印象記　 

第 38回日本運動療法学会 吉永　勝訓  84（ 1）
第 8回日本リハビリテーション医学
　会専門医会学術集会 池田　　聡  371（ 4）
第 29回義肢装具学会学術大会
　　 橋本　泰典  474（ 5）
第 3回日本がんリハビリテーション
　研究会 宮越　浩一  588（ 6）
第 15回日本リハビリテーション連携
　科学学会 小池　純子  796（ 8）
第 51回日本リハビリテーション医学
　会学術集会 大森まいこ（松本真以子）  1107（11）

 　学会報告　 

第 36回中国四国リハビリテーション
　医学研究会―2013年 7月 7日（日），
　於：島根県立産業交流会館
　（くにびきメッセ） 伊達　伸也  87（ 1）
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第 74回神奈川リハビリテーション
　研究会―2013年 3月 16日（土），
　於：横浜市立大学福浦キャンパス
　ヘボンホール 佐鹿　博信  277（ 3）
第 75回神奈川リハビリテーション
　研究会―2013年 10月 5日（土），
　於：昭和大学藤が丘病院 C棟講堂
　　 真野　英寿  591（ 6）
第 37回中国四国リハビリテーション
　研究会―2013年 12月 8日　
　於岡山国際交流センター 赤澤　啓史  1013（10）
第 38回中国四国リハビリテーション
　医学研究会―2014年 6月 22日（日），
　於：ANAクラウンプラザホテル宇部
　　 田口　敏彦  1201（12）

 　書　評　 

福原俊一　著「臨床研究の道標
　―7つのステップで学ぶ研究デザ
　イン」 上羽　康夫  46（ 1）
Heinz Feneis（原著）/山田英智（監訳）/
　石川春律，廣澤一成，坂井建雄（訳）
　「図解　解剖学事典　第 3版」 河田　光博  150（ 2）
平山惠造，田川皓一　編「脳血管障害
　と神経心理学　第 2版」 峰松　一夫  178（ 2）
川北慎一郎・影近謙治・八幡徹太郎　著
　「リハ医学のすすめ―日常診療に役立
　つエッセンスとピットフォール」
　　 藤谷　順子  481（ 5）
蜂須賀研二　編　大丸　幸・大峯三
　郎・佐伯　覚・橋元　隆・松嶋康
　之　編集協力「服部リハビリテー
　ション技術全書　第 3版」 芳賀　信彦  746（ 8）
木村彰男監修，正門由久，太田哲生　
　編集「脳卒中上下肢痙縮　Expert
　ボツリヌス治療―私はこう治療し
　ている」 水落　和也  907（ 9）

 　ニュース　 

駅などの段差解消 82％
　―バリアフリー化状況（国交省）   12（ 1）
運転事故厳罰化法が成立―病気の影
　響にも適用   33（ 1）
障害者虐待 1,391件―防止法施行後，
　初の調査（厚労省）   34（ 1）
障害者診療にテレビ電話―旭川   34（ 1）

「ノーマライゼーション・障害者の
　福祉」11月号特集目次   40（ 1）
2011年度の国民医療費，過去最高 38.6
　兆円―1人当たり 30万円超える   54（ 1）
障害者権利条約の批准，衆院が承認
　案を可決   61（ 1）
障害支援区分，知的・精神の判定改
　善―見直し案了承（社保審部会）   78（ 1）
障害者の雇用，民間，1.76％にアップ
　―7％増の 40万 9,000人に   149（ 2）
情報アクセスしやすく―秋葉原で
　フォーラム，聴覚障害者ら 1万人
　超でにぎわう   159（ 2）
障害者権利条約を承認，政府，批准
　手続きへ―施策の進展に期待も   182（ 2）
交通政策法が成立―高齢者らの移動
　に配慮   186（ 2）
国民医療費が 5年連続最高―厚労省   186（ 2）
「ノーマライゼーション・障害者の
　福祉」12月号特集目次   186（ 2）
重度障害「外泊できぬ」―公費補助，
　自治体ばらつき   204（ 3）
ケアマネ合格率 15.5％   210（ 3）
重度知的障害・重複障害者，母親が
　介護 96％   218（ 3）
特別支援学校　障害児への医療的ケア，
　教員参加広がるか   226（ 3）
高齢者虐待 1万 5,357件―2012年度   238（ 3）
高次脳機能障害救え―横浜弁護士会，
　相談マニュアル   238（ 3）
介護報酬 0.63％アップ―消費増税に
　対応（4月改定）   273（ 3）
介護福祉士養成施設，定員充足率
　69.4％   282（ 3）
「ノーマライゼーション・障害者の
　福祉」1月号特集目次   282（ 3）
地域福祉計画，市町村の 64％作成   282（ 3）
さぁ行くぞソチへ―パラリンピック
　壮行会   312（ 4）
原発賠償，障害者らに上乗せ
　―最大で月 2万円   320（ 4）
「ノーマライゼーション・障害者の
　福祉」2月号特集目次   326（ 4）
重症障害児，長時間預かり―NPO，
　9月に杉並で開所   360（ 4）
障害者権利条約を批准―実施状況が
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　焦点に   362（ 4）
訪問看護施設で預かり，重症障害児
　の親負担減へ―福岡市が新事業   362（ 4）
ソチパラリンピック閉幕   407（ 5）
災害や緊急時弱者手助け，QRコー
　ドに情報登録―弱者救済支援シス
　テム「ぴーすけ」普及に力（沖縄）   422（ 5）
「ノーマライゼーション・障害者の
　福祉」3月号特集目次   422（ 5）
認知症施策，任意で開始―地域支援
　事業に特例（介護保険）   437（ 5）
災害時要援護者の支援方法，インター
　ネットで配信―藤沢市が解説動
　画作製   466（ 5）
子供にも筋電義手を―神戸の病院，
　普及へ貸与開始   505（ 6）
看護師，保育士派遣，重度障害児見
　守り―保護者の負担軽減へ（島田
　市・県内初）   513（ 6）
「重症心身障害」支援を―ケア方法の
　DVD制作（岐阜県）   524（ 6）
介護福祉士国家試験，合格率最高の
　64.6％   524（ 6）
高齢世帯，41道府県で 40％超
　―社人研が 2035年の推計   532（ 6）
特養待機者 52万人ー―42％が要介
　護 4・5（厚生労働省）   545（ 6）
「ノーマライゼーション・障害者の
　福祉」4月号特集目次   564（ 6）
障害者差別解消―地域協議会のモデ
　ル事業，暫定指針もとに実施   565（ 6）
理学療法士など 5資格合格発表   565（ 6）
重症心身障害児者の在宅介護，家族
　の 6割健康に不安―熊本市と県，
　初の実態調査   621（ 7）
「ノーマライゼーション・障害者の
　福祉」5月号特集目次   629（ 7）
重度障害者の医療費一時負担，県が
　事前貸付制度   635（ 7）
福祉用具，サービス計画指針示す
　―内容の質を確保へ（厚生労働省）   651（ 7）
消費増税負担軽減，府が商品券を配
　布―重度障害者など対象（京都府）   674（ 7）
公務員試験に壁―障害者採用枠でも
　配慮欠く（全国調査）   683（ 7）
避難勧告ガイドライン―障害者など

　へ確実に伝達（内閣府）   691（ 7）
事故の罰則を強化―危険運転の新法
　施行   720（ 8）
障害者の就職 7万 7,883人―精神が
　身体上回る（厚生労働省）   726（ 8）
日本，障害者条約の批准国として国
　連会議に初参加   740（ 8）
難病医療法が成立―助成拡大，来年
　1月施行   740（ 8）
医療・介護推進法成立―在宅支える
　地域づくりへ   745（ 8）
運転免許，病状の申告義務に―改正
　道路交通法が施行   770（ 8）
重症心身障害者の受診支援―急病時，
　病院を仲介（大阪市）   780（ 8）
32資格の指定事務移譲―第 4次一括
　法が成立（地方分権）   781（ 8）
特別支援学校教員の免許，担当領域
　を保有 7割―文部科学省調査   819（ 9）
メダリストに報奨金―ソチパラリン
　ピック   835（ 9）
「ノーマライゼーション・障害者の
　福祉」7月号特集目次   848（ 9）
介護施設，都市部不足を解消―2050
　年向け「対流促進」（国土交通省）   853（ 9）
通常国会閉幕，成長戦略の要は地方
　―医療・介護，効率化図る   854（ 9）
認知症不明者対策サイト―自治体の
　公開情報紹介（厚生労働省）   927（10）
優先調達，12億円超に―省庁など障
　害者施設に発注   935（10）
職場の虐待，障害者 393人が被害
　―半数以上が「知的」（2013年度）   942（10）
原発避難を冊子に―福島から群馬に
　移った友愛会   957（10）
「ノーマライゼーション・障害者の
　福祉」8月号特集目次   974（10）
障害児，テレビ電話で療育―意思表
　示能力向上に効果   981（10）
社会保障費を抑制―病床数の適正化
　などで（経済財政白書）   1009（10）
医療，介護などの情報一元化し活用
　―総務省報告書   1046（11）
介護保険，566万人が利用―6年
　連続で最多（2013年度）   1046（11）
子と同居希望 27％―高齢期の意識調
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　査（厚生労働省）   1052（11）
パラ競技体験イベント，東京大会向
　け本格的に始動   1057（11）
病室に星空再現，重症心身障害者ら
　満喫―国立甲府病院でプラネタリウム   1064（11）
重度障害児医療費窓口無料案を否決
　―9月定例会   1069（11）
県が在宅看護マニュアル―重症心身
　障害児ケアの要点まとめる   1070（11）
介護の離職率 16.6％に低下―安定セ
　ンター調査   1093（11）
「ノーマライゼーション・障害者の
　福祉」9月号特集目次   1093（11）
障害者，65歳で負担増―介護保険
　移行の影響調査（きょうされん）   1146（12）
駅などのバリアフリー状況公表   1152（12）
ロボット技術活用のトイレ
　―優秀賞を受賞   1159（12）
障害者施設を応援―商品購入企業の

　認定制度（福岡県）   1160（12）
パラリンピック 14競技を支援
　―メダルを増やす（文部科学省）   1160（12）
「ノーマライゼーション・障害者の福祉」
　10月号特集目次   1160（12）
障害者支援法，対象の難病 153疾患に
　―2次分は引き続き議論（厚生労働
　省検討会）   1175（12）
字幕・解説放送が微増―総務省   1194（12）

 　今月のハイライト　 

　3（ 1），100（ 2），195（ 3），291（ 4），385（ 5），487
（ 6），6 05（ 7），7 11（ 8），8 09（ 9），9 19（1 0），1 0 29
（11），1121（12）

 　文献抄録　 

　92（ 1），184（ 2），280（ 3），376（ 4），476（ 5），595
（ 6），701（ 7），799（ 8），909（ 9），1019（10），1111
（11），1211（12）
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